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乳牛への全飼料配合給与が第一胃内性状，  
消化率および窒素蓄積に与える影響  

松岡  栄－・乾  英二，・高橋潤一事・藤出  裕＊  
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摘  要  

金銅料配合1c（－mt〉1（血raLioll）給封渡L半0）栄養生理面に与える影響を検討するた占′．）に，ルメ  

ンフィステル装着牛2頭を用い，ホ敗琉乳牛用配合飼料とベイレジを3：7こ硝】合（乾物重嵐比）  

で混ぜて給与したとき（混合給与）の第一胃内性状（実験1），消化率ぶよてグ窒素再利用箪（実験2）  

を「山岡料を榔々に給与したとさ し分別給与）と比較Lた。その結果は次のとおF）である∪   

実験ユニ1）不断給餌船場合，第・胃内アンモエアと乳隈の濃腔は飼料給とテ複急激に増加し，ま持  

閲日た1時間臼にそれぞれ最高に達した。そのとさJ〕分別給与の値は浪合磨与直それぞれ約Ⅰ．5僑  

と5倍であった。 2）統l7FA濃度につい㌃㍑平均値でほ処理閃に差はなか一つたが，採食後の絆  

時的変化浩レ〈タン【封良友って．－た。二i）＼′TAモル比についてみると．混合給与州土うが全体とL  

て酢駁の割合が低く，プロピオン酸J〕割合が高かった。4）p上iは混合給与のほうがt如い〕たコ 5）  

制限給飼ク）場合．VFAモル比を除いて，処理による羞：止ないか，あった場合与．その差は十こ断給餌の  

ときの斉よりも小さかった。  

：実験2：1〕乾瓢有機物．粗蛋白質，印脂恥糊縄払NFE，熟知）消化率rjペてにおいて処  

理間に差はなカ」つた。2）混合給与のとさゾ）窒素畜簡量は万別結与のとき上りとノ多∴窒素蓄積峯  

くJ高かった。   

本研究では，今飼料配合給与が乳牛び）栄養生理にりえ  

み膨響を検討するために，濃摩飼料ヒヘイレジを浪合  

してから給与したとき¢〕第一胃内性状を別々に給与した  
ときと比較い実験】），さらに椚化率，餐乗出納につい  

てむ比較した（実験2）。  

実 験 方 法  

供試新堀   
ルー メンフィステル装着成雌牛2房百を用いた。いずれ  

も繁殖供用おょび泌乳活動停11ヰ沈咤佑である。供武将  

飼養頭数ブ）増加，泌乳能力の向卜に対応した嗣料給与  

法として，詳束か・1一階に行われている各飼料を別ぺに  

給与する方酎二村Lて，粗飼料も含め全開料を混合して  

から給与する厨去が拝Rされるようになって．きた。二の  

全飼料所已合（completeratiorl）給与法に：ユ，省力化飼  

料利用レ〕面にすぐれた点があると指摘されている一’2■。また，  

乳牛び）栄養生鴎に与える影畢Hこついても検討が加えらわ  

ている－2ユ。しかしこれらの検討は実用試験の中で行われ  

たくjのが多く，その影響について配給与法を厳掛こ比較  

Lて検討Lた例は少なしユ。  

■帯広畜産人半家毯生産料学科家讃栄養字数賓  
孝Labor？tQryOfATlimalIヾutrition，Department｛）fAnimalScie【lee・Obihirot：nivL汀nty L）fAgl、ieulttl一・ealld  

lr蝕汀inarン・ⅣkdiciIle，Obilliro，翫kkaid＝、JapaIl・  

55  



・：■ご、■‥  ≡は2   

体重総勢肇糀転嘗絃‡箋鄭談義瑠奥伝   

ニモ草餅  
浪威喝盤7し東熊簸墜感沖鶏嘲＝雷鞠磯彗  
伊野染筆戦称蟻機縁♭守媛彗・孝㌢－好戦靭摘魁   

、  ∴、・    、：▲・、－：こさ■：・．・、－い・  
㌫忠一戯機馳義旗せ考鱒領盛観鹿覿塵ぬ敵意廃  

車薮  
靡痢雛瑚仲通針廃酸鱗郎轟鞘轡昭  

鮎鼠  

●三‥こいt  ‥・、・・・・・・・  ・  

適晦も嘲繭．  

磯磯線噺  
腰蛸漁如覿恕胤   

√●、－、、・．、、－ミ：一1・－∴、∴・、Il・・・‥・．．  

磯ゑもぎ日額輿望■聯郷間墜減刑昭雄凝澗凄髪．  
域蜜国儀毎払漁。   

廃覿≠琶牽毎鍔登硫登開恕彗孝汐－ぜ繭嘘  
腰泡盛盛臨尋鋸隠し毎蜘を翠徽攣準攣  

巌脚峯雛、iこ巌控怒ぬ痘戯弧ぬ～ひ〔づ萄、i㈱嶺  
感√を÷・て準様々董ず珊聯蟻開線蹄こ暫も珊華靡亀敷廃  

藤野涙♭た廠♯二戦域伊」密準轡翠鴫  
野拳標葦蘇盛時直撃後妻脇絡戯覿ね轡軸  

感磯覿蓼生国轡塵準輝寧琴琴肇常襲‰詮議厳雌棋勤  
番埠転鼠痴添i担磯洩√蓼逮磯鮒蜘左l  毛●l硝1㌫だ′灼  絡嘩1噸㌔  

瑚が  邁  讃   衰運  
議磨．蛮劇秘牽虔潜鞍習慣撃済＝挺康  

診断痴態  
態撼鮎i紘陽   報義 巌三選 挙監欝′ 静過  
、    ‥ －    ∴   、－ ：  

、   ● －、 、、、     －、  
野葡塗ぬノ草色嬢鞄鞘 敷項 激盛 観遜 艶気皐  
琵三毛準F〉咋磯醜乳肇攣感敷感 激感 姿‡：遽 境ふ鼻  

難癖爛熟飽こ鞘   賓’諸  官へ感  藩ヰ遠  敷完盛  
観感激＝弼  湾ノ，蓋廟 染複栗野緑橡鮎頗  

覿熟  
砲車療轡喰添物鞠豆鮎及野嬰職掌■稽瀾度‰艶  
∵∴－ ハj∴・ ′・・ ・・∴・、ご ・l・＼∴  

■‥ ∴・・－ －：！－・・．、・こ、、＼、．・．与；－ト ．さ  

ヽ ト・・‥．ト、∴い・・・、ご∴ドしこ●・．∴ ・  
綽賢準lご雫ガ鬼夢阿暦牒汐擾頑強一歳認痙感挙軋磨軒  

廃鱒轡筆  

ぢ鷲聯t  

畷数凝議威釘W預†灘ヴ粛fl・折込常襲i溜1措ぬ失脚確認滅   

吋ユヽ∴  

痍効級覿彪出陳階幣約一感薮級好感紡換‰あ盈  

撃∈娩鰍竣軒磯い蛸鋼嘩聯饉邁奉蔑裏換  
・．∴・．・、、 、．・ ∴、・、 ご∴、、・、・  

敬虔舶お鯛録壷親触感威徳紆懲鹿線度息  
恕尋轡習背か頑村官  
麹細僻離帽鱒秀樹苦悩嘩Jも轡  
鰍、常数親筆療撼簸猟嶺庭叡轟沈∴縦鮫撥浄  
翠廟欝昭済鱒義粉喝轡糎響肇二廃車痍  
魔聴敷恕感激癖毎度威厳感触銀触彗転【   

準熱学亀‥預細闘嘲滞汚職挙賀間額∵胃■句欄拳＝  
．鋸捻ぬ應冶雛頚痛感癒顔感痍感瀦激与開始臆薗おぉ拶  

⊆職級1時間おき〈琶箪喋帯封嚢菅野野軒閂静野t顔靡鞄  

盛儀録濃あⅤ挽龍毅鉱惑濾感激巌．崖鎗触発蒜磨  

閉敬緋鮎  
、 － －、）：∴ ・ － ・・．  

：ト・、：、－・・：：・・・∴、‥t、 1：・一、  

蔚単一軒癖癖療準耶弘噂樹齢殉紙礫ほ  
、  

～ぐ  

臨・▲腎臓励鈷鴫渾  
ド・ミミ1∴・・・・・、・・・・・・、・・、・  

感甥環を巌蔓相磯鱒触劇痛轡毎払浄鷺〉衰）l軸繭増   
準野間野啓  

56  



金銅料配合給与の影響  333   

†．搬加rl凍上i†濾㍉1髄机1と  

・○－＝0  

b－一一払－－－ひ一一一○・－－○－一－α‾  

パ   
－  、－ ・  

Fig・2・巨叫】1川＝川Uい（】し    Il－  L l】－【l】…1】1 し 】一  
日‖－1】1l．＼・J、Ill【l■  ‥・≠旧宜ト【（ト川イ））・t】lL・J（こ＋三：トーー】  

ll りr ala r（一Str】（、†prllpvp】  

57  



ヒ増 ■く・■・  834  

与におしゝて珂料給与後3時間Rまで増御し，その微減少  

した′が，癒合給与においては障蘭藤過にともこない磨滅し，  

引時間臼土用音間目にビータを示Lた。しかしJ謡凝順  

の浪腰の平均値では処期間に菜はなかっ∫た。′制限給餌狩  

場舎，若干の変動はあったが，両処理とも飼料漁与後場  

耶し，その後減少するという傾向が為られたゎ   

アシそニア濃度についてみると，ン不断姶陶戯場合．両  

処理とむ飼料鈴与後増加して2腐間日に最高となり，そ  

飼料給与縁省時間再鱒照準塵で牒塑眉間に大きな叢は  
なかづた掛il時間ごと′ひ＝増収量でEまか怒り似違カぎぉち  

組たも両勉頭と婆絹司料給与面後の摂触最は凄かづたが．  

混合機母心とノきほ，浄別給与めときに比べでサ善根塁の‡  

時間的かたよfプがJJ＼さかった。   

嘉一胃内の舵VFA，アンモニアカよび軋幣の濃度とP江  

の譲合箪汐j凝時鱒琴化主将2幽霊）とおりであろホ   

漉VF食強度についてみると，、不断癒飼の場合，分別給  

l】柚ul】1長流噸  

11＝U■ゝ組rtと－量聴古明   

F垣．ふ卜∫岬aI一再ilこ・lY⊥1・一群t】…fl－i√Åfa－i【〉iれ止でrunl川 Fr・‖W＞il正血再珊坤血如虹鱒細別幽’  

r Cトヤ8）‖r【〕1両局ふ1（こ 芸 ゝar11it）わu】玉九汀al（＝rSlriぐl涙＝小・で1  

5基一   



李飼料配合給写凝轡饗  須5   

直後縛々に亨プ或少」た。ヒ銅鉾潤簸雄阻．′てみくろた．  

郎発育与許）とき追値ば浪合筒音招ときの約1．5璃でか．〉たシ  

別廠掛軸卵塊台ふ同棲庵凝商暦廃幣漣癒したが，ヒ夕  

蒔研磨∂〉処理に掌る差ほ不断総閏の場合幻牽J‥妻と■丸き′く  

なかった勇   
乳幣猥腰についてみろと，不斬寵蘭働喝冶1商圏邁と  

ち鮒料補年後川洋間日吉そ急激に増加し，ユ時間巨小二は  

は接給与繭狩植姜で触少Lた。朗l崩寺の㌣一紺如雄  

は泥良能琴¢）釣5倍で轟ったく制限給費毎夕）場合も「珂倦な  

鐘崎吟驚／ヒ′亮一示したが，ピ別離珊拍雄斬給鰍飢射  

去りも僧く、地産間め発詣兼備烏¢適宜一った。   

箪）I】について漆竃と，不断約詞ぬ峨蕎，砺払押とな飼料  

給与綾l時間臼吏で僚ア♭，そぼ捲ほ大きな蜜鮎・よなか  

った。魁耶間で4七掛計ろと－波持給与のときのほう、が儀  

く推移L島野慣桝瑚蠍鋸固料碍与簸川手間え三i衷で  

低下Lヂニガ乙，そ〟海添削こ上針㌻刹戚向にあったた処址  

問に澄三まみられなかった。   

VFAモル比め楓郵雛㌢繹時櫓繁忙ほ箭3俳）上方I巨㌣  

あ㌫バ狛乱心掛辛ふ上仁アふ乳nバレリア汐酸にrjし1て  

も．減産しナニが，．い勒】．もそげ）割合が3％以下と小、写ぐ，処  

理による萎も叔ナう、れなかっためで間に：ま示きなかったゥ   

不断鎗猥¢）嬢倉，両班碑とも廃酸尋〕割畠は飼料給与磯  

2、時間村雲で粒ドし，そ♂減封∵昇Lた蛸プロヒ≠ン  

酸Ⅳ制作は遜の継疇朝賢メヒ塵示したも酪酸珠硝¶今は時間  

経過にともなう鋸化はあ吏【才女きくな、かった。処男紺8で  

此鐙して亡をると，動作棺ギ拗まう持て奇妙こ酢革レー）軌桝よ  

低く、♂コピオシ橡炒割合は高々控凝Lた。制限掛軸ダ）  

嶺r手，総噂豹変化はばぼ同様であったが，混合紡二辱のは  

うが酢酸，ヒプロビオン幣¢）都合が高く，醗畢の朝倉は抵  

く推移した〕   
粟酸2   

粁化試験の結果題鶴2衰倒と瀦牒て戌成  

渚raぬlね乳り涙津山lこi】1′．・示緑晶軌り両蟻I寓（冊  

掛恥市機軌橿男自贅，榔旨軋鼎繊取，可断燕窒  

諒松上熱暑卵酒北東すナ等てに拙ゝで，鮭郷鋸二揉と′んど  

叢はなかった。  
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摂取要素黍は幾重賢川「Jl豪で轟？た。真申への空車  

β聯泄豪は処理闇にはば七んど整はなかったがき尿中へ  
跡酪酸駿は由香始与のほうが少なく，郎さよこめに．，窒素  

蓄積立至が多くなり，苗横率も爵かった訪  

考  察   

実験1ではぅ配合飼料をヘイひユダを滋紺て給与Lた  

±きF）第1国内性状を別々に給与Lたときと比較した。  

そ幻硫畢，飽食畢の和琴景を給与し′禁制阪給珂下官は爾  

給与処常闇に太きな羞はみられなかうたが∴禰紳輔搬  
場合，ア㌢モニヂと乳壊びj硬度に著しい農があちわオtた¢  

すなわら，分別給与のときの承1鳥浜度は，混合給与ガ）と  

きに比ぺ首，アンモニアヤ約1．5胤乳酸で約5借であっ  

た。ニ房こと鶴野別解与は況瞥給与に比べて第一胃承  

働先に急激な変化督争えることを示すも根で腐る これ  
ほ短時間内に親した配魚飼料毎影響せ思わ来藩 二め  
点，革命績等朗唱番明澄矯華困ゆ、インージた梶ぜ合せ  

ら耳」ることによりそ擬態繋が縛めらj‘Lた葺きであるう。立  

た．混合給与しぞも凝与覇紅暦顔組掛か綾が，全  

体としてみる慶應は．諦別傑「与に比鯨し幻困難紛朝潮  

解かた去りが小藩かった岬 二¢ユニとむ混合縛し誓ゝ♂）とき由）  

第一再内性巧鹿〕産化を小きくした一っ威咽軋払と腰掛戎レ臥  
一丸軽VFÅ濃度についてみる主，分別繚辱草とさは採  

食後Z、こ今時聞白吏で増加L．，そば〕奴減少すあたし－う一般  

的バターユ′告示したが，混郎き∨与のときは慣間繹過ヱこヒ   
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松岡 発ち  栗賂  

もな打壊滅したぷ これも嫡間帯による飼料摂取量の違い  
が反映したためと息ゎれ′′ろ。   

本葉験に掌；いては†分別給与のときに乳酸のどーク時  

み迩摩嘉す正敏懐石■よりやや高かっノた表そ松組の諸測定値は  
デ嘩で正常情ぎ丁）ぬ範囲内にあご一♪た。しかL、蔵泌乳牛虜  

飼養に降しでは〕本実験より多量に，そ、して高い部会で  

浪厳飼料を給与するむ瀦と思われるから，．給与姓艶によ  

考課ほきらに広がるであろうLiと雫に乳酸とアンモニ  

ア磯附こ茂洩値の範囲を払える高い陪の出現が貯想きれ  
苺、。この点の検討が必嬰であろうG   

禁漁翌、′〉においては，混曹給与したとき上研削ヒ率と登裔  

ぬ刺満車密漁削鰊与Lたときと比較した。その嬢軋飼  

料の消守ヒ率につし1でら蒜給与処埋による凄はなかった。  

V比ムÅⅤ‡むEぷC紛ら棟▲，K軋′r耶巧苫田欄対顔も南棟  

な浩繁曳報告している。窒素出納についで象る′と．分別  

給与したと萎ぜ汲含給与拉比べて尿中への併泄琶が冬草  
をり一事積崖適ン；減少し，蓄積率も低下した。凍中れ戯排  

泄量カヨ多くなりた原撼として∴第一胃内アンモニアニ漆度  
が高かったことも→新関与してい′意も〟茸と思われ亀¢ し  
かしながら．．本業姐と；．まぼ同様な泰件ドで試験を行った  

誌由・隠村里も棄頼明渡間に差はなかったと報告して  
、・     、  ・・∴  

掛掛脅怒練乳牛に与ぇた実験に諾亨′′し1て，給与娘殊によ慈  

寮甘みやれなかっごたと報じているⅣ   
現在璃とこる．本衆顧の番果も含めて，飼料の漁‡ヒ率 

には給与処理閤に蒜がなか一コたと甘る報鮎犠ちゝようで 
あ翫しかし窒素び〉利用率については．報昏倒が蓼堰  

い、のでさら′にヂ・一夕程集積する必要ガらあると思わ軋る。  
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∋扮：「乳牛ぬ全飼料配点潮与方式に関する研究日課窓  

番考：4瑚約弧研究代表者二鈴木省三うの一環として行  
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